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顕著な少雨時における火の取扱いへの注意喚起について

気象庁
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顕著な少雨が観測された場合は、臨時の記者会見や気象庁ウェブサイト等に
より、火の取扱いへの注意喚起を新たに実施する。

顕著な少雨時における火の取扱いへの注意喚起について（案）

＜気象情報の例＞
令和Ｘ年×月×日 ○○管区気象台
発表

 ○○地方太平洋側を中心に、こ
れまで顕著な少雨となっており、向
こう１か月も降水量が少ない見込み。

顕著な少雨となった地域では、過
去大規模な林野火災が多く発生して
いるため、火の取扱いに注意。

期間降水量（平年比）の分布

多

少

降水量の状況

降水量の状況を日々監視。
顕著な少雨※が観測され
た場合は、臨時の記者会
見を開催

※顕著な少雨の目安は、平年と比較し
た降水量の状況を用いることを検討。

○○地方では、過去の記録を更
新するような顕著な少雨となっ
ています。顕著な少雨となった
地域では、過去大規模な林野火
災が多く発生しています。火の
取扱いに十分注意してください。

○ 臨時の記者会見を開催し、火の取扱いに注意喚起

○ その他、気象情報、気象庁ウェブサイト、SNSなど
 様々な手段を活用して呼びかけを実施
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